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こ
の
広
報
紙
の
費
用
は
、
共
同
募

金
配
分
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
広
報
紙

は
、「
共
同
募
金
配

分
金
」
を
受
け
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

県社会福祉に関する要望書

　
令
和
３
年
11
月
17
日
（
水
）、
茨
城
県

知
事
に
対
し
て
、
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
会
長
名
で
、
次
の
と

お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
政
策
要
望
】

１
．
身
体
障
害
者
相
談
員
の
確
保
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
る
だ
け
で

な
く
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
参
加
に
関

す
る
地
域
活
動
や
公
的
機
関
・
関
係
機

関
と
協
力
し
た
り
す
る
身
体
障
害
者
相

談
員
に
つ
い
て
、
十
分
な
人
数
を
確
保
す

る
よ
う
市
町
村
を
指
導
し
、
住
む
地
域

に
よ
っ
て
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
間
格
差
が
生
じ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
視
覚
障
害
者
へ
の
支
援
に
係
る
地

域
間
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
視
覚
障
害
者
に
関
し
て
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
よ
り
全
国
一
律
で
行
わ
れ
て

い
る
「
同
行
援
護
事
業
」
に
つ
い
て
、
支

給
量
（
利
用
時
間
）、
利
用
範
囲
、
利

用
内
容
、
福
祉
有
償
運
送
の
要
件
緩
和

等
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る
よ
う

　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で

は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
協
議
し
、
そ
の
結
果
を
日
身
連
に
対
し

て
要
望
し
て
い
ま
す
。
当
協
議
会
か
ら
日

身
連
に
要
望
し
た
主
な
事
項
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

１
．
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
費
用
に
対
す
る

助
成
金
制
度
に
つ
い
て 

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
企
業
や
店
舗
な
ど
民
間
事
業
者

に
は
„
努
力
義
務
“
と
さ
れ
て
き
た
„
合
理

的
配
慮
“
が
、
国
や
自
治
体
と
同
じ
よ
う

に
„
義
務
“
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
が
、
合

理
的
配
慮
に
と
も
な
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
費
用
に
対
す
る
市
町
村
、
県
、
国
か
ら

の
助
成
金
等
制
度
の
設
立
を
要
望
し
ま
す
。

２
．
障
害
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
開
発
及
び
利
用
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
拡
充
に
つ
い
て

　
障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
の
簡
易
操

作
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
開
発

及
び
利
用
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
拡
充
に
つ
い

て
、
障
害
や
高
齢
的
な
要
因
か
ら
Ｉ
Ｔ
環

境
に
な
じ
め
な
い
障
害
者
の
た
め
に
、
パ

ソ
コ
ン
の
簡
易
操
作
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
に
よ
っ
て

地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
要
望
し

ま
す
。

　
同
法
に
よ
り
自
治
体
の
創
意
工
夫
で

行
わ
れ
る
「
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
」

に
つ
い
て
、
対
象
品
目
の
格
差
解
消
に
加

え
、
世
帯
単
位
と
い
う
表
現
を
個
人
単

位
に
変
更
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
ま

た
、„
準
ず
る
世
帯
“
の
定
義
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
た
め
、
格
差
を
是
正
す
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

【
予
算
要
望
】

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い

て
（
継
続
）

　
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た

め
運
行
し
て
い
る
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、
老

朽
化
し
つ
つ
あ
る
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い
て

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
四
年
度

茨
城
県
社
会
福
祉

に
関
す
る
要
望

令
和
四
年
度

日
身
連
に
対
す
る

要
望

写真の部
「秋の実り」
廣住　智

（しらゆり荘）

令
和
三
年
度

障
害
者
週
間
推
進
事
業

の
実
施

　
12
月
３
日
（
金
）
〜
９
日
（
木
）の
障

害
者
週
間
に
、
県
総
合
福
祉
会
館
の
入

口
に
立
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
建

物
の
壁
面
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
目
的
で
県
が
主
催
し
た
「
ナ
イ

ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
1
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
美
術
展
（
一
般

の
部
）」に
お
い
て
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

陶
芸
・
工
芸
の
４
部
門
で
優
秀
作
品
に

連
合
会
会
長
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

絵画の部
「牛久市福祉センターふくしの森」

蔵持　実
（牛久市）

書道の部
「元気」
鈴木　奈穂

（たまりメリーホーム）

陶芸・工芸の部
「ざる」
柴山　しづ江
（牛久市）

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
賞 

受
賞
作
品



令和４年３月15日⑶　第72号 い は ら き 身 障 福 祉 令和４年３月15日 第72号　⑵い は ら き 身 障 福 祉

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
開
発
や
、
ツ
ー
ル
を

利
用
す
る
上
で
接
続
や
操
作
な
ど
の
疑

問
や
ト
ラ
ブ
ル
を
ス
ム
ー
ズ
に
解
消
す

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
が
進

展
す
る
よ
う
、
財
政
措
置
や
業
界
・
自

治
体
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
全
て
の
放
送
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
放

送
化
に
つ
い
て

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
実
施
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
放
送

を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

今
後
こ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
放
送
枠
が
拡

大
さ
れ
、
全
て
の
放
送
が
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
放
送
と
な
る
よ
う
放
送
法
の
改
正
を

お
願
い
し
ま
す
。

４
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害
等
避
難

所
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害
等
避
難
所

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
障
害
者
や
そ
れ

ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
の
実
情
を
加
味

し
た
充
分
な
対
策
を
早
急
に
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

５
．
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
の
緩

和
に
つ
い
て

　
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
の
緩
和
に

つ
い
て
、
３
級
以
下
の
障
害
者
に
対
す
る

受
給
要
件
の
緩
和
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
．
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
家
事
援
助
を
、
障

害
当
事
者
が
入
院
し
た
場
合
で
も
、
引
き

続
き
適
用
と
な
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

障
害
者
差
別
相
談
室

の
運
営
状
況

　「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩
み

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り
条

例
（
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
）」
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
「
茨
城
県
障
害
者
差
別

相
談
室
」
も
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
88
件
で
あ
り
、

昨
年
度
１
年
間
（
68
件
）
よ
り
増
加
し
て

お
り
、
特
に
身
体
障
害
者
の
方
か
ら
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
内
訳
で
は
、
障
害
者
本
人
か
ら
の
相
談

が
７
割
を
占
め
、
障
害
者
の
家
族
か
ら
の

相
談
が
１
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
に
関
す

る
相
談
が
３
割
で
、
精
神
障
害
が
４
割
、

知
的
障
害
が
１
割
程
度
を
占
め
る
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
と
し
て
は
、
施
設
で
の
対
応

な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談

が
最
も
多
く
、
次
い
で
、
給
料
・
採
用
に

関
す
る
雇
用
相
談
、
学
校
行
事
等
に
関
す

る
教
育
相
談
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関

す
る
医
療
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

茨
城
県
障
害
者
差
別
相
談
室

・
設
置
場
所
：
県
総
合
福
祉
会
館
２
階

・
相
談
員
：
３
名
体
制

・
相
談
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
月
〜
金
　
除
：
祝
日
・
年
末
年
始
）

・
電
　
話
：
０
２
９‒

２
４
６‒

６
０
４
９

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９‒

２
４
６‒

６
０
４
８

・メ
ー
ル：s-sohdan@

bz04.plala.or.jp

令和３年３月３１日現在　単位：人

身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳交付状況

障害者別割合

障害区分別身体障害者手帳所持者　障害区分別

令和３年３月３１日現在　単位：人

令和３年

身障

療育

精神

計

88,534

24,869

20,703

134,106

89,154

24,144

19,850

133,148

-620

725

853

958

令和２年 前年比

身体障害者手帳所持者

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・咀嚼機能障害

肢体不自由

内部障害

88,534

5,591

7,125

941

41,885

32,992

精神
15％

身障
66％

療育
19％

内部障害
37％

肢体不自由
47％

視覚障害
7％

聴覚・平衡
機能障害
8％ 音声・言語・

咀嚼機能障害
1％

内訳

　
令
和
３
年
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
自

立
更
生
者
に
お
い
て
、
茨
城
町
の
荻
津
和

良
氏
が
知
事
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
荻
津
氏
は
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
の
会
長
と
し
て
長
年
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
の
会
長
と
し
て
ご
尽
力
な
さ

れ
、
現
在
も
副
会
長
と
し
て
、
身
体
障

害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
べ
く
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 荻

津
和
良
会
長
が

知
事
表
彰
を
受
賞

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
し
た

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団

体
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
令

和
４
年
２
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
開
催
な
ど
の
お
知
ら
せ

や
事
業
報
告
な
ど
の
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
の
閲
覧
に
も
対
応
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス:

w
w
w
.ib
ash

in
ren

.com
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シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
開
発
や
、
ツ
ー
ル
を

利
用
す
る
上
で
接
続
や
操
作
な
ど
の
疑

問
や
ト
ラ
ブ
ル
を
ス
ム
ー
ズ
に
解
消
す

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
が
進

展
す
る
よ
う
、
財
政
措
置
や
業
界
・
自

治
体
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
全
て
の
放
送
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
放

送
化
に
つ
い
て

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
実
施
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
放
送

を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、

今
後
こ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
放
送
枠
が
拡

大
さ
れ
、
全
て
の
放
送
が
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
放
送
と
な
る
よ
う
放
送
法
の
改
正
を

お
願
い
し
ま
す
。

４
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害
等
避
難

所
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害
等
避
難
所

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
障
害
者
や
そ
れ

ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
の
実
情
を
加
味

し
た
充
分
な
対
策
を
早
急
に
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

５
．
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
の
緩

和
に
つ
い
て

　
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
の
緩
和
に

つ
い
て
、
３
級
以
下
の
障
害
者
に
対
す
る

受
給
要
件
の
緩
和
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
．
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
家
事
援
助
を
、
障

害
当
事
者
が
入
院
し
た
場
合
で
も
、
引
き

続
き
適
用
と
な
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

障
害
者
差
別
相
談
室

の
運
営
状
況

　「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
歩
み

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
茨
城
県
づ
く
り
条

例
（
茨
城
県
障
害
者
権
利
条
例
）」
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
「
茨
城
県
障
害
者
差
別

相
談
室
」
も
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
10
ヶ
月
間

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
88
件
で
あ
り
、

昨
年
度
１
年
間
（
68
件
）
よ
り
増
加
し
て

お
り
、
特
に
身
体
障
害
者
の
方
か
ら
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
内
訳
で
は
、
障
害
者
本
人
か
ら
の
相
談

が
７
割
を
占
め
、
障
害
者
の
家
族
か
ら
の

相
談
が
１
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
障
害
種
別
で
は
、
身
体
障
害
に
関
す

る
相
談
が
３
割
で
、
精
神
障
害
が
４
割
、

知
的
障
害
が
１
割
程
度
を
占
め
る
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
と
し
て
は
、
施
設
で
の
対
応

な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談

が
最
も
多
く
、
次
い
で
、
給
料
・
採
用
に

関
す
る
雇
用
相
談
、
学
校
行
事
等
に
関
す

る
教
育
相
談
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関

す
る
医
療
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

茨
城
県
障
害
者
差
別
相
談
室

・
設
置
場
所
：
県
総
合
福
祉
会
館
２
階

・
相
談
員
：
３
名
体
制

・
相
談
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
月
〜
金
　
除
：
祝
日
・
年
末
年
始
）

・
電
　
話
：
０
２
９‒

２
４
６‒

６
０
４
９

・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９‒

２
４
６‒

６
０
４
８

・メ
ー
ル：s-sohdan@

bz04.plala.or.jp

令和３年３月３１日現在　単位：人

身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳交付状況

障害者別割合

障害区分別身体障害者手帳所持者　障害区分別

令和３年３月３１日現在　単位：人

令和３年

身障

療育

精神

計

88,534

24,869

20,703

134,106

89,154

24,144

19,850

133,148

-620

725

853

958

令和２年 前年比

身体障害者手帳所持者

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・咀嚼機能障害

肢体不自由

内部障害

88,534

5,591

7,125

941

41,885

32,992

精神
15％

身障
66％

療育
19％

内部障害
37％

肢体不自由
47％

視覚障害
7％

聴覚・平衡
機能障害
8％ 音声・言語・

咀嚼機能障害
1％

内訳

　
令
和
３
年
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
自

立
更
生
者
に
お
い
て
、
茨
城
町
の
荻
津
和

良
氏
が
知
事
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
荻
津
氏
は
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉

団
体
連
合
会
の
会
長
と
し
て
長
年
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
の
会
長
と
し
て
ご
尽
力
な
さ

れ
、
現
在
も
副
会
長
と
し
て
、
身
体
障

害
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
べ
く
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 荻

津
和
良
会
長
が

知
事
表
彰
を
受
賞

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
し
た

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団

体
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
令

和
４
年
２
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
開
催
な
ど
の
お
知
ら
せ

や
事
業
報
告
な
ど
の
情
報
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
の
閲
覧
に
も
対
応
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス:

w
w
w
.ib
ash

in
ren

.com
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リ
ー
ダ
ー
研
修
会

リーダー研修会　全体の様子

有賀講師

荻津会長

リーダー研修会　YouTube画面

　「
令
和
３
年
度
茨
城
県
障
害
者
福
祉
団

体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
は
令
和
４
年
２

月
16
日
に
県
総
合
福
祉
会
館
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
措

置
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
録

画
配
信
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
障
害
者
差
別
解
消
法
の
一

部
改
正
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
努
力
義
務

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
民
間
事
業
者
に
よ
る

社
会
的
障
壁
（
障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障

壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
事
物
、

制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
）

の
除
去
の
実
施
に
係
る
必
要
か
つ
合
理
的

配
慮
の
提
供
の
義
務
化
や
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
国
や
地

方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
措
置
の
強
化
な

ど
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
趣
旨
や
理

念
が
国
民
に
広
く
浸
透
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
、
ま
た
我
々
が
引
き
続
き
努
力
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
改
め
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
研
修
に
は
、
公
益
社
団
法
人
茨

城
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の

有
賀
絵
理
先
生
を
お
迎
え
し
て
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
障
害
者
へ

の
影
響
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
真
っ
只
中
に
お
い

て
も
、
障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
生

活
と
社
会
参
加
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
何
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
か
、
そ
れ

ら
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
、

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（COVID

-19

）

が
、
障
害
者
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
て
い
る
か
、
そ
の
よ
う
な
現
状
に

対
し
て
、
周
囲
は
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（COVID

-19

）

に
よ
る
海
外
で
の
障
が
い
者
へ
の
差
別

・
欧
米
等
で
は
医
療
崩
壊
に
よ
り
人

工
呼
吸
器
が
不
足
し
、
人
工
呼
吸
器

の
ト
リ
ア
ー
ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
差
別

・
高
齢
者
、
障
が
い
者
と
い
う
理
由
だ

け
で
人
工
呼
吸
器
を
取
り
付
け
な
か
っ

た
事
例

・
人
工
呼
吸
器
ユ
ー
ザ
ー
の
人
工
呼
吸

器
を
外
し
、
治
る
見
込
み
の
あ
り
そ

う
な
健
常
者
の
感
染
者
へ
使
用
し
た

事
例

・
障
が
い
者
が
感
染
し
て
も
治
療
を
行

わ
な
か
っ
た
事
例

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（COVID

-19

）

に
よ
る
障
が
い
者
へ
の
影
響

ア
．
消
毒
液
に
つ
い
て
、
非
障
が
い
者

よ
り
も
消
毒
液
が
た
く
さ
ん
必
要

だ
が
、
車
椅
子
用
の
広
い
ト
イ
レ
内

に
は
消
毒
液
が
な
か
っ
た
り
、
ポ
ン

プ
が
押
せ
な
い
、
ま
た
は
押
し
に
く

い
、
強
い
匂
い
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
る
な
ど
の
問
題
が
出
て

い
る
。

イ
．
マ
ス
ク
に
つ
い
て
、
自
身
で
の
着

用
が
う
ま
く
出
来
な
い
、
相
手
の

口
元
が
見
え
ず
、口
話
が
出
来
な
い
、

声
が
籠
っ
て
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。

ウ
．
社
会
全
般
で
感
染
予
防
が
な
さ

れ
て
い
る
中
で
、
手
引
き
等
に
よ
る

誘
導
が
必
要
で
も
拒
否
さ
れ
た
事

例
、
筆
談
が
必
要
で
も
書
く
物
（
ペ

ン
等
）
が
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
、
ま
ち
の
中
や
店
内
等
で
椅

子
が
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま
い
休
憩
す

る
場
が
な
い
、
障
が
い
当
事
者
や
家

族
が
感
染
し
た
場
合
に
誰
が
介
護
・

介
助
を
行
う
か
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。

エ
．
社
会
全
般
で
外
出
自
粛
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、
仕
事
が
急
減
し

収
入
減
や
失
業
、
日
常
生
活
の
リ

ズ
ム
が
崩
れ
て
し
ま
う
等
ス
ト
レ
ス

か
ら
自
傷
行
為
や
精
神
不
安
が
発

生
、
介
護
者
や
家
族
も
ス
ト
レ
ス
が

増
加
し
虐
待
に
繋
が
る
不
安
が
拡

大
、
家
族
と
居
る
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
で
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
家
族

不
和
や
家
族
崩
壊
の
発
生
な
ど
、

課
題
が
多
い
。

オ
．
社
会
全
般
で
３
密
防
止
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
お
店
な
ど

外
出
先
で
他
人
に
お
手
伝
い
を
頼
み

づ
ら
い
、
ヘ
ル
パ
ー
利
用
は
３
密
防

止
対
策
が
取
れ
な
い
、
体
温
調
整

が
困
難
な
人
は
換
気
さ
れ
る
こ
と

で
部
屋
の
温
度
が
調
整
さ
れ
ず
体

調
を
崩
し
て
し
ま
う
な
ど
、
課
題

が
多
い
。

カ
．
そ
の
他
、
聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て

防
災
無
線
は
情
報
が
わ
か
ら
な
い
・

情
報
が
得
ら
れ
な
い
、
介
助
・
介

護
が
必
要
な
人
に
と
っ
て
ア
ク
リ
ル

板
の
仕
切
り
は
介
助
の
妨
げ
、
ヘ
ル

パ
ー
利
用
の
制
限
が
あ
り
皮
膚
病

な
ど
が
増
え
た
、
信
頼
し
て
い
た
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
誓
約

書
に
署
名
を
し
な
い
と
児
童
を
あ

ず
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ

て
不
信
感
・
恐
怖
・
不
安
を
感
じ
た
、

障
が
い
者
に
は
子
ど
も
世
帯
の
よ
う

な
特
別
資
金
・
給
付
金
の
提
供
が

な
い
な
ど
、
課
題
が
多
い
。

【
ま
と
め
】

　
こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
者
の
日
常
生

活
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
に
よ
る
課

題
の
実
態
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
、

大
変
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
平
常
時
に
出
来

な
い
事
は
非
常
時
に
も
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
た
障
が
い
者
（
社
会
的

困
難
者
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く

り
の
必
要
性
、
先
入
観
で
の
判
断
が
差

別
・
虐
待
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
心
が
け
、
障
が
い
者
は
情
報
が
得
ら

れ
に
く
い
こ
と
踏
ま
え
た
情
報
提
供
の
大

切
さ
、
平
常
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
時
の
支
援
に
繋
が
る
こ
と
、
自

分
を
大
切
に
し
て
周
囲
の
人
も
大
切
に

す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と

な
ど
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
重
要
性
に

つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
、
私
た
ち
の
日
常
の

行
動
で
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
、
自
覚
す

べ
き
事
な
ど
、
貴
重
な
お
話
し
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ま
方
の
日
々
の
活
動
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

研 

修 

内 

容
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リ
ー
ダ
ー
研
修
会

リーダー研修会　全体の様子

有賀講師

荻津会長

リーダー研修会　YouTube画面

　「
令
和
３
年
度
茨
城
県
障
害
者
福
祉
団

体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
は
令
和
４
年
２

月
16
日
に
県
総
合
福
祉
会
館
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
措

置
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
録

画
配
信
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
障
害
者
差
別
解
消
法
の
一

部
改
正
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
努
力
義
務

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
民
間
事
業
者
に
よ
る

社
会
的
障
壁
（
障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障

壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
事
物
、

制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
）

の
除
去
の
実
施
に
係
る
必
要
か
つ
合
理
的

配
慮
の
提
供
の
義
務
化
や
、
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
国
や
地

方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
措
置
の
強
化
な

ど
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
趣
旨
や
理

念
が
国
民
に
広
く
浸
透
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
、
ま
た
我
々
が
引
き
続
き
努
力
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
改
め
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
研
修
に
は
、
公
益
社
団
法
人
茨

城
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の

有
賀
絵
理
先
生
を
お
迎
え
し
て
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
障
害
者
へ

の
影
響
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
真
っ
只
中
に
お
い

て
も
、
障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
生

活
と
社
会
参
加
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
何
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
か
、
そ
れ

ら
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
、

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（COVID

-19

）

が
、
障
害
者
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
て
い
る
か
、
そ
の
よ
う
な
現
状
に

対
し
て
、
周
囲
は
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（COVID

-19

）

に
よ
る
海
外
で
の
障
が
い
者
へ
の
差
別

・
欧
米
等
で
は
医
療
崩
壊
に
よ
り
人

工
呼
吸
器
が
不
足
し
、
人
工
呼
吸
器

の
ト
リ
ア
ー
ジ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
差
別

・
高
齢
者
、
障
が
い
者
と
い
う
理
由
だ

け
で
人
工
呼
吸
器
を
取
り
付
け
な
か
っ

た
事
例

・
人
工
呼
吸
器
ユ
ー
ザ
ー
の
人
工
呼
吸

器
を
外
し
、
治
る
見
込
み
の
あ
り
そ

う
な
健
常
者
の
感
染
者
へ
使
用
し
た

事
例

・
障
が
い
者
が
感
染
し
て
も
治
療
を
行

わ
な
か
っ
た
事
例

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（COVID

-19

）

に
よ
る
障
が
い
者
へ
の
影
響

ア
．
消
毒
液
に
つ
い
て
、
非
障
が
い
者

よ
り
も
消
毒
液
が
た
く
さ
ん
必
要

だ
が
、
車
椅
子
用
の
広
い
ト
イ
レ
内

に
は
消
毒
液
が
な
か
っ
た
り
、
ポ
ン

プ
が
押
せ
な
い
、
ま
た
は
押
し
に
く

い
、
強
い
匂
い
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
る
な
ど
の
問
題
が
出
て

い
る
。

イ
．
マ
ス
ク
に
つ
い
て
、
自
身
で
の
着

用
が
う
ま
く
出
来
な
い
、
相
手
の

口
元
が
見
え
ず
、口
話
が
出
来
な
い
、

声
が
籠
っ
て
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。

ウ
．
社
会
全
般
で
感
染
予
防
が
な
さ

れ
て
い
る
中
で
、
手
引
き
等
に
よ
る

誘
導
が
必
要
で
も
拒
否
さ
れ
た
事

例
、
筆
談
が
必
要
で
も
書
く
物
（
ペ

ン
等
）
が
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
、
ま
ち
の
中
や
店
内
等
で
椅

子
が
片
づ
け
ら
れ
て
し
ま
い
休
憩
す

る
場
が
な
い
、
障
が
い
当
事
者
や
家

族
が
感
染
し
た
場
合
に
誰
が
介
護
・

介
助
を
行
う
か
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。

エ
．
社
会
全
般
で
外
出
自
粛
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、
仕
事
が
急
減
し

収
入
減
や
失
業
、
日
常
生
活
の
リ

ズ
ム
が
崩
れ
て
し
ま
う
等
ス
ト
レ
ス

か
ら
自
傷
行
為
や
精
神
不
安
が
発

生
、
介
護
者
や
家
族
も
ス
ト
レ
ス
が

増
加
し
虐
待
に
繋
が
る
不
安
が
拡

大
、
家
族
と
居
る
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
で
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
家
族

不
和
や
家
族
崩
壊
の
発
生
な
ど
、

課
題
が
多
い
。

オ
．
社
会
全
般
で
３
密
防
止
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
お
店
な
ど

外
出
先
で
他
人
に
お
手
伝
い
を
頼
み

づ
ら
い
、
ヘ
ル
パ
ー
利
用
は
３
密
防

止
対
策
が
取
れ
な
い
、
体
温
調
整

が
困
難
な
人
は
換
気
さ
れ
る
こ
と

で
部
屋
の
温
度
が
調
整
さ
れ
ず
体

調
を
崩
し
て
し
ま
う
な
ど
、
課
題

が
多
い
。

カ
．
そ
の
他
、
聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て

防
災
無
線
は
情
報
が
わ
か
ら
な
い
・

情
報
が
得
ら
れ
な
い
、
介
助
・
介

護
が
必
要
な
人
に
と
っ
て
ア
ク
リ
ル

板
の
仕
切
り
は
介
助
の
妨
げ
、
ヘ
ル

パ
ー
利
用
の
制
限
が
あ
り
皮
膚
病

な
ど
が
増
え
た
、
信
頼
し
て
い
た
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
誓
約

書
に
署
名
を
し
な
い
と
児
童
を
あ

ず
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ

て
不
信
感
・
恐
怖
・
不
安
を
感
じ
た
、

障
が
い
者
に
は
子
ど
も
世
帯
の
よ
う

な
特
別
資
金
・
給
付
金
の
提
供
が

な
い
な
ど
、
課
題
が
多
い
。

【
ま
と
め
】

　
こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
者
の
日
常
生

活
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
に
よ
る
課

題
の
実
態
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
、

大
変
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
平
常
時
に
出
来

な
い
事
は
非
常
時
に
も
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
た
障
が
い
者
（
社
会
的

困
難
者
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く

り
の
必
要
性
、
先
入
観
で
の
判
断
が
差

別
・
虐
待
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
心
が
け
、
障
が
い
者
は
情
報
が
得
ら

れ
に
く
い
こ
と
踏
ま
え
た
情
報
提
供
の
大

切
さ
、
平
常
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
時
の
支
援
に
繋
が
る
こ
と
、
自

分
を
大
切
に
し
て
周
囲
の
人
も
大
切
に

す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と

な
ど
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
重
要
性
に

つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
、
私
た
ち
の
日
常
の

行
動
で
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
、
自
覚
す

べ
き
事
な
ど
、
貴
重
な
お
話
し
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ま
方
の
日
々
の
活
動
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

研 

修 

内 

容
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こ
の
広
報
紙
の
費
用
は
、
共
同
募

金
配
分
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
広
報
紙

は
、「
共
同
募
金
配

分
金
」
を
受
け
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

県社会福祉に関する要望書

　
令
和
３
年
11
月
17
日
（
水
）、
茨
城
県

知
事
に
対
し
て
、
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
会
長
名
で
、
次
の
と

お
り
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
政
策
要
望
】

１
．
身
体
障
害
者
相
談
員
の
確
保
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
身
体
障
害
者
の
相
談
に
応
じ
る
だ
け
で

な
く
、
障
害
者
の
た
め
の
社
会
参
加
に
関

す
る
地
域
活
動
や
公
的
機
関
・
関
係
機

関
と
協
力
し
た
り
す
る
身
体
障
害
者
相

談
員
に
つ
い
て
、
十
分
な
人
数
を
確
保
す

る
よ
う
市
町
村
を
指
導
し
、
住
む
地
域

に
よ
っ
て
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
地
域
間
格
差
が
生
じ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
視
覚
障
害
者
へ
の
支
援
に
係
る
地

域
間
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
視
覚
障
害
者
に
関
し
て
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
よ
り
全
国
一
律
で
行
わ
れ
て

い
る
「
同
行
援
護
事
業
」
に
つ
い
て
、
支

給
量
（
利
用
時
間
）、
利
用
範
囲
、
利

用
内
容
、
福
祉
有
償
運
送
の
要
件
緩
和

等
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る
よ
う

　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で

は
、
障
害
者
を
巡
る
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
協
議
し
、
そ
の
結
果
を
日
身
連
に
対
し

て
要
望
し
て
い
ま
す
。
当
協
議
会
か
ら
日

身
連
に
要
望
し
た
主
な
事
項
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

１
．
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
費
用
に
対
す
る

助
成
金
制
度
に
つ
い
て 

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
企
業
や
店
舗
な
ど
民
間
事
業
者

に
は
„
努
力
義
務
“
と
さ
れ
て
き
た
„
合
理

的
配
慮
“
が
、
国
や
自
治
体
と
同
じ
よ
う

に
„
義
務
“
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
が
、
合

理
的
配
慮
に
と
も
な
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
費
用
に
対
す
る
市
町
村
、
県
、
国
か
ら

の
助
成
金
等
制
度
の
設
立
を
要
望
し
ま
す
。

２
．
障
害
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
開
発
及
び
利
用
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
拡
充
に
つ
い
て

　
障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
の
簡
易
操

作
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
開
発

及
び
利
用
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
拡
充
に
つ
い

て
、
障
害
や
高
齢
的
な
要
因
か
ら
Ｉ
Ｔ
環

境
に
な
じ
め
な
い
障
害
者
の
た
め
に
、
パ

ソ
コ
ン
の
簡
易
操
作
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
に
よ
っ
て

地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
要
望
し

ま
す
。

　
同
法
に
よ
り
自
治
体
の
創
意
工
夫
で

行
わ
れ
る
「
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
」

に
つ
い
て
、
対
象
品
目
の
格
差
解
消
に
加

え
、
世
帯
単
位
と
い
う
表
現
を
個
人
単

位
に
変
更
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
ま

た
、„
準
ず
る
世
帯
“
の
定
義
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
た
め
、
格
差
を
是
正
す
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

【
予
算
要
望
】

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い

て
（
継
続
）

　
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を
図
る
た

め
運
行
し
て
い
る
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、
老

朽
化
し
つ
つ
あ
る
バ
ス
の
更
新
等
に
つ
い
て

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
四
年
度

茨
城
県
社
会
福
祉

に
関
す
る
要
望

令
和
四
年
度

日
身
連
に
対
す
る

要
望

写真の部
「秋の実り」
廣住　智

（しらゆり荘）

令
和
三
年
度

障
害
者
週
間
推
進
事
業

の
実
施

　
12
月
３
日
（
金
）
〜
９
日
（
木
）の
障

害
者
週
間
に
、
県
総
合
福
祉
会
館
の
入

口
に
立
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
建

物
の
壁
面
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
目
的
で
県
が
主
催
し
た
「
ナ
イ

ス
ハ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
1
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
美
術
展
（
一
般

の
部
）」に
お
い
て
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

陶
芸
・
工
芸
の
４
部
門
で
優
秀
作
品
に

連
合
会
会
長
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

絵画の部
「牛久市福祉センターふくしの森」

蔵持　実
（牛久市）

書道の部
「元気」
鈴木　奈穂

（たまりメリーホーム）

陶芸・工芸の部
「ざる」
柴山　しづ江
（牛久市）

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
賞 

受
賞
作
品


